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は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
明
治
か
ら
大
正
・
昭
和
初
期
に
書
か
れ
た
吸
血
鬼
を
テ
ー
マ
と

す
る
小
説
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
明
治
二
十
年
代
、
管
見
に
入
っ
た
限
り
で
は

最
も
初
期
の
吸
血
鬼
小
説
に
、
小
杉
天
外
の
「
奇
病
」（『
二
六
新
報
』
明
二
八
・

一
・
五
～
一
八
）
が
あ
る
。
ま
ず
、
こ
の
小
説
の
内
容
を
紹
介
し
、
そ
の
制
作

の
文
壇
的
背
景
を
論
じ
る
。
つ
い
で
、
大
正
期
に
、
吸
血
鬼
の
受
容
が
進
ん
だ

こ
と
を
、
翻
訳
、
研
究
、
吸
血
鬼
の
言
葉
の
比
喩
的
使
用
の
例
か
ら
示
す
。
そ

し
て
、
同
時
代
の
吸
血
鬼
も
の
の
創
作
に
お
け
る
特
徴
に
つ
い
て
最
後
に
考
察

す
る
。

一

先
行
す
る
諸
文
献
に
よ
る
と
、
日
本
に
は
、
伝
統
的
に
は
、
吸
血
鬼
は
い
な

か
っ
た
と
言
わ
れ
る

（
（

（
注

。
死
肉
を
喰
ら
う
と
い
っ
た
妖
怪
は
い
た
も
の
の
、
明
確

に
、
人
の
血
を
吸
う
こ
と
に
特
化
し
た
化
物
は
い
な
い
。
正
確
に
は
、
血
を
吸

う
怪
異
の
も
の
が
全
く
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が

（
（

（
注

、
西
洋
の
吸
血
鬼
に
比

べ
る
と
マ
イ
ナ
ー
で
あ
る
。
血
を
吸
う
こ
と
に
特
別
に
大
き
な
意
味
を
見
出
し

た
の
は
、
西
洋
に
限
定
さ
れ
た
現
象
で
あ
る
と
言
わ
れ
る

（
（

（
注

。

で
は
、
近
代
に
な
っ
て
、
吸
血
鬼
小
説
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
書
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
か
。
膨
大
な
文
献
の
中
で
正
確
な
こ
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、
管
見

に
入
っ
た
か
ぎ
り
、
お
そ
ら
く
そ
の
最
も
初
期
の
例
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
既

に
言
及
し
た
小
杉
天
外
の
「
奇
病
」
で
あ
る
。
小
杉
天
外
は
、
明
治
三
十
年
代

に
、
ゾ
ラ
の
自
然
主
義
に
影
響
さ
れ
、
写
実
主
義
を
主
唱
し
た
作
家
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
。
明
治
二
八
年
に
発
表
さ
れ
た
こ
の
小
説
は
、
彼
が
写
実
主
義
を

唱
え
る
以
前
に
書
か
れ
た
作
品
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
全
く
関
心
が
向
け
ら
れ
て

こ
な
か
っ
た
。
き
わ
め
て
マ
イ
ナ
ー
な
こ
の
作
品
の
内
容
に
つ
い
て
、
ま
ず
紹

介
す
る
。

物
語
は
、
寺
井
鉄
造
と
い
う
青
年
の
話
か
ら
始
ま
る
。
彼
は
、
家
業
の
医
者

に
な
る
た
め
に
上
京
す
る
が
、
遊
蕩
に
身
を
持
ち
崩
し
、
職
工
に
な
る
。
だ
ら

し
の
な
い
生
活
を
続
け
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
を
気
に
や
む
こ
と
も
な
か
っ
た
。

た
だ
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
彼
は
女
性
に
は
好
か
れ
て
、
貧
乏
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
恋
人
が
い
な
い
と
き
は
な
か
っ
た
。
寺
井
は
、
偶
然
出
会
っ
た
同

郷
の
友
人
吉
村
に
誘
わ
れ
て
、
政
治
家
の
壮
士
と
な
る
。
し
か
し
、
暴
漢
に
襲

撃
さ
れ
た
政
治
家
を
守
る
た
め
怪
我
を
負
っ
た
寺
井
は
、
政
治
家
か
ら
給
料
を

も
ら
え
な
く
な
り
、
仕
方
な
く
安
下
宿
に
引
っ
越
す
。
そ
こ
へ
、
恋
人
の
築
沼

吸
血
鬼
登
場

―
明
治
か
ら
大
正
・
昭
和
初
期
の
吸
血
鬼

永

井

太

郎
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冬
が
訪
ね
て
く
る
。
冬
は
、
こ
れ
ま
で
も
彼
の
生
活
費
を
貢
い
で
い
た
が
、
今

は
、
新
た
に
代
議
士
の
旦
那
を
見
つ
け
、
そ
の
旦
那
か
ら
も
ら
っ
た
金
を
寺
井

に
渡
そ
う
と
い
う
の
だ
っ
た
。
寺
井
は
、
代
議
士
は
大
臣
よ
り
「
エ
ラ
イ
」
と

言
い
、
妾
を
も
つ
と
い
う
品
行
の
悪
さ
が
あ
っ
て
も
、
と
に
か
く
世
間
で
は
敬
っ

て
い
る
の
だ
、
と
冬
に
諭
す
。

場
面
が
変
わ
り
、
冬
が
旦
那
と
会
っ
て
い
る
。
旦
那
は
顔
色
が
悪
く
、
目
は

落
ち
く
ぼ
み
、
憔
悴
し
て
い
る
。
旦
那
は
、
自
分
に
は
病
気
が
あ
る
、
そ
の
病

気
が
起
こ
り
そ
う
だ
か
ら
、
お
願
い
が
あ
る
と
い
う
。
不
審
に
思
う
冬
だ
っ
た

が
い
つ
の
ま
に
か
彼
女
が
寝
て
し
ま
う
と
、
旦
那
は
、
そ
れ
を
見
て
に
た
り
と

笑
い
、「
此
処
に
も
血
が
集
つ
て
居
る
」
と
、
突
然
冬
の
頭
を
抱
い
て
、
そ
の
頬

を
強
く
吸
い
始
め
る
。
堪
え
が
た
い
ほ
ど
の
痛
さ
に
、
押
し
の
け
る
と
、
今
度

は
そ
の
腕
に
吸
い
つ
き
、
そ
れ
も
払
い
の
け
る
と
次
に
脇
の
下
に
吸
い
付
く
。

彼
を
離
そ
う
と
し
て
、
冬
は
そ
の
顔
を
見
る
。

苦
し
き
眼
を
開
い
て
、
暗
き
燈あ

か
り火
の
影
に
男
の
顔
を
透
し
見
れ
ば
ア
ツ
！
、

何
事
ぞ
！
、
最
早
此
の
身
は
吸
破
ら
れ
し
か
、
鮮
血
半
面
に
浸
み
て
、
餘

滴
髯
を
伝
は
り
糸
の
如
く
に
我
顔
に
滴
た
り
た
り
、
一
目
見
て
お
冬
魂
を

消
し
、
キ
ャ
ツ
と
叫
び
し
刹
那
、
疾
く
も
男
の
口
は
、
其
声
の
漏
れ
ん
と

す
る
唇
に
吸
着
き
た
り
。
ア
、
ア
、
其
の
吸
ふ
力
の
強
さ
！
、
舌
も
ち
ぎ

れ
ん
、
歯
も
折
れ
ん
、
五
臓
、
六
腑
、
腹
の
内
の
機か

ら
く
り関
は
元
よ
り
、
足
の

指ゆ
び
さ
き頭

の
血
も
肉
も
、
皆
此
の
咽
喉
よ
り
脱
け
き
り
て
、
空か

ら虚
と
な
ら
ん
女

の
体む

く
ろ躯

は
、
風
な
き
空
の
五
月
鯉
、
纏
へ
る
衣
服
の
み
ぞ
薄
く
遺
る
べ
き
。

冬
の
死
体
が
発
見
さ
れ
、
悲
し
む
寺
井
の
も
と
を
訪
ね
て
来
た
吉
村
は
、
冬

を
殺
し
た
犯
人
を
探
偵
し
て
い
る
と
い
う
。
吉
村
に
よ
る
と
、
犯
人
は
国
会
議

員
で
あ
る
、
政
治
家
に
は
奇
妙
な
病
気
が
あ
る
、「
忠
君
」「
愛
国
」
な
ど
の

「
譫う

わ
ご
と言
」
を
言
っ
て
い
る
と
、
毛
穴
か
ら
血
が
漏
れ
出
て
、
血
が
な
く
な
っ
て
し

ま
う
。
そ
の
中
に
は
、
万
人
に
一
人
、
人
の
生
血
を
吸
う
も
の
が
出
て
く
る
、

そ
の
国
会
議
員
が
、
冬
を
殺
し
た
犯
人
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
吉
村
と
と
も

に
、
国
会
に
向
っ
た
寺
井
は
、
そ
こ
に
い
る
議
員
の
多
く
が
血
を
吸
う
病
人
か

と
思
い
、
戦
慄
し
て
、
議
場
の
外
に
出
る
。

作
品
の
テ
ー
マ
は
政
治
批
判
で
あ
る
。
政
治
家
が
「
血
」
を
な
く
す
、
と
い

う
こ
と
は
、
政
治
家
が
政
治
家
と
し
て
の
良
心
を
喪
失
す
る
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
。
彼
ら
は
、
忠
君
愛
国
と
い
う
美
名
で
国
民
を
騙
し
な
が
ら
、
そ
の
実
体

で
は
、
国
民
に
対
す
る
同
情
や
共
感
を
喪
失
し
、
自
ら
の
利
益
の
た
め
に
道
徳

的
・
政
治
的
に
腐
敗
し
て
い
く
。
品
行
の
悪
さ
に
も
関
わ
ら
ず
、
政
治
家
は
尊

敬
す
べ
き
も
の
だ
と
寺
井
が
語
る
が
、
寺
井
自
身
は
意
識
し
て
い
な
い
も
の
の
、

こ
れ
は
政
治
家
へ
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
う
し
た
テ
ー
マ

は
、
あ
り
き
た
り
な
も
の
で
あ
り
、
ア
ナ
ロ
ジ
ー
も
、
単
純
で
あ
る
。

テ
ー
マ
よ
り
も
異
様
な
印
象
を
与
え
る
の
が
、
吸
血
の
場
面
で
あ
る
。
堕
落

し
た
政
治
家
が
、
女
性
を
襲
い
、
彼
女
の
体
か
ら
血
を
吸
い
取
る
様
子
が
、
短

い
小
説
な
が
ら
、
一
章
に
わ
た
っ
て
描
写
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
、
品

行
の
悪
い
政
治
家
が
女
性
を
食
い
物
に
し
て
い
る
こ
と
の
寓
意
で
あ
る
。
あ
る

い
は
、
民
衆
の
膏
血
を
絞
る
、
と
い
っ
た
比
喩
の
連
想
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
従
っ
て
、
政
治
批
判
と
い
う
テ
ー
マ
の
文
脈
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
面
は
、
テ
ー
マ
の
月
並
み
さ
に
比
べ

て
、
過
剰
に
生
々
し
い
。
そ
れ
が
作
品
の
印
象
を
ち
ぐ
は
ぐ
な
も
の
に
し
て
い

る
。
ま
た
、
主
人
公
の
寺
井
が
、
主
体
性
の
な
い
、
頼
り
な
い
男
で
あ
り
な
が

ら
、
女
性
に
好
か
れ
る
と
い
う
設
定
も
、
テ
ー
マ
と
の
関
連
が
不
明
確
で
あ
る
。

ポ
リ
ド
リ
の
「
吸
血
鬼
」
以
来
、
吸
血
鬼
も
の
で
は
、
男
性
が
吸
血
鬼
に
女
性

を
奪
わ
れ
る
と
い
う
展
開
が
パ
タ
ー
ン
化
す
る
が
、
寺
井
と
い
う
存
在
は
、
そ

れ
を
意
識
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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ま
と
ま
り
に
欠
け
、
テ
ー
マ
も
浅
薄
で
あ
り
、
作
品
と
し
て
の
出
来
は
良
く

な
い
。
た
だ
、
問
題
は
吸
血
鬼
で
あ
る
。
な
ぜ
、
こ
ん
な
作
品
が
書
か
れ
た
の

か
、
そ
の
背
景
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

二

「
奇
病
」
の
よ
う
な
作
品
を
天
外
が
書
い
た
理
由
と
し
て
、
当
時
、
文
壇
の
主

流
で
あ
っ
た
、
尾
崎
紅
葉
の
文
学
へ
の
対
抗
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治

二
十
年
代
は
、
硯
友
社
の
時
代
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
半
に
は
、
紅
葉
の
文
学
に

飽
き
足
ら
ず
、
新
た
な
文
学
を
模
索
す
る
動
き
が
活
発
化
す
る
。
そ
の
二
つ
の

方
向
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

ポ
ス
ト
硯
友
社
の
文
学
に
つ
い
て
考
え
る
の
だ
が
、
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
、

紅
葉
文
学
の
特
徴
に
つ
い
て
簡
単
に
確
認
す
る
。
ま
ず
、
彼
の
小
説
で
主
に
描

か
れ
る
の
が
、
恋
愛
や
結
婚
な
ど
男
女
関
係
を
め
ぐ
る
ド
ラ
マ
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。「
二
人
比
丘
尼
色
懺
悔
」（『
新
著
百
種
』
明
二
二
・
四
）
は
、
一

人
の
男
性
を
め
ぐ
る
二
人
の
女
性
の
悲
劇
で
あ
り
、「
伽
羅
枕
」（『
読
売
新
聞
』

明
二
三
・
七
・
五
～
九
・
二
三
）
は
、
あ
る
遊
女
の
男
性
遍
歴
を
描
い
た
作
品

で
あ
る
。「
三
人
妻
」（
前
編
『
読
売
新
聞
』
明
二
五
・
三
・
六
～
五
・
一
一
。

後
編
同
紙
明
二
五
・
七
・
五
～
一
一
・
四
）
は
、
豪
商
と
な
っ
た
男
が
、
女
性

を
次
々
に
手
に
入
れ
て
い
く
物
語
で
あ
る
。「
二
人
女
房
」（『
都
の
花
』
明
二

四
・
八
～
二
五
・
一
二
）
の
テ
ー
マ
は
、
二
人
の
姉
妹
の
結
婚
の
顛
末
で
あ
る
。

次
に
、
人
物
造
型
の
通
俗
性
で
あ
る
。
描
か
れ
た
人
物
像
の
わ
か
り
や
す
さ
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
西
洋
文
学
に
影
響
さ
れ
た
鴎
外
や
四
迷
が
、
既
に
自
ら

の
生
き
方
や
社
会
の
規
範
に
疑
問
を
抱
く
、
い
わ
ゆ
る
近
代
的
自
我
に
目
覚
め

た
主
人
公
を
登
場
さ
せ
て
い
た
が
、
紅
葉
の
作
品
に
は
、
そ
う
し
た
、
自
己
や

社
会
の
現
実
に
批
判
的
な
ま
な
ざ
し
を
向
け
る
人
物
は
登
場
し
な
い
。
今
あ
る

現
実
の
中
で
、
生
活
や
恋
愛
や
結
婚
に
翻
弄
さ
れ
る
人
々
が
描
か
れ
て
い
る
。

そ
の
意
味
で
は
、
当
時
の
常
識
の
中
で
多
く
の
人
々
に
理
解
さ
れ
や
す
い
人
物

が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
後
の
「
多
情
多
恨
」（
前
編
『
読
売
新
聞
』
明
二

九
・
二
・
二
六
～
六
・
一
二
。
後
編
同
紙
明
二
九
・
九
・
一
～
一
二
・
九
）
な

ど
で
は
、
繊
細
な
心
理
描
写
が
見
ら
れ
る
が
、
初
期
の
紅
葉
に
は
詳
細
な
心
理

描
写
も
な
い
。
こ
れ
も
、
紅
葉
が
、
鴎
外
や
四
迷
ほ
ど
個
人
の
内
面
性
に
文
学

的
関
心
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
。
三
つ
目
が
、
内
面
性
の
欠
如
と

対
照
的
に
指
摘
さ
れ
る
、
社
会
の
風
俗
に
対
す
る
描
写
で
あ
り
、
巧
み
な
ス
ト
ー

リ
ー
展
開
で
あ
る
。「
浮
雲
」
の
単
調
さ
に
比
べ
る
な
ら
、
紅
葉
の
作
品
で
は
、

次
々
と
事
件
が
起
こ
り
、
劇
的
な
展
開
が
あ
り
、
読
む
者
を
飽
き
さ
せ
な
い
工

夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
。
紅
葉
の
文
学
は
、
当
時
と
し
て
は
質
の
高
い
エ
ン
タ

テ
イ
メ
ン
ト
性
を
備
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
他
に
も
、
紅
葉
の
特
徴
に
美
文
が

あ
る
が
、
こ
れ
は
本
稿
の
論
旨
に
関
係
が
な
い
の
で
、
触
れ
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
男
女
関
係
を
描
い
た
ド
ラ
マ
で
あ
る
こ
と
、
人
物
造
型
の
通
俗

性
、
風
俗
描
写
や
ス
ト
ー
リ
ー
構
成
に
た
け
た
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
性
、
と
い
っ

た
特
徴
は
、
あ
く
ま
で
傾
向
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
個
々
の
作
品

が
、
今
述
べ
た
こ
と
に
全
て
お
さ
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
前
期
と
後
期

で
は
違
い
も
あ
る
。
本
稿
で
問
題
と
す
る
の
は
、
以
上
の
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ

る
紅
葉
の
文
学
に
対
抗
し
て
、
ど
う
い
っ
た
選
択
肢
が
示
さ
れ
た
の
か
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

一
つ
が
、
思
想
性
・
社
会
性
の
獲
得
で
あ
る
。
紅
葉
へ
の
批
判
と
し
て
、
現

実
を
批
判
す
る
立
脚
点
と
な
る
思
想
が
小
説
に
求
め
ら
れ
た
。
恋
愛
な
ど
の
私

情
を
描
く
こ
と
に
終
始
す
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
一
般
的
・
普
遍
的
な
「
問
題
」

を
扱
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
応
す
る
よ
う
に
、
泉
鏡
花
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は
、「
夜
行
巡
査
」（『
文
芸
倶
楽
部
』
明
二
八
・
四
）
で
義
務
と
心
情
の
対
立
を

テ
ー
マ
と
し
、「
外
科
室
」（『
文
芸
倶
楽
部
』
明
二
八
・
六
）
で
は
、
現
行
の
結

婚
制
度
と
衝
突
す
る
恋
愛
至
上
主
義
を
理
想
と
し
て
描
い
た
。
こ
れ
が
文
学
史

上
に
言
う
観
念
小
説
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
思
想
を
、
よ
り
公
的
・
社
会
的

な
問
題
に
、
つ
ま
り
今
の
社
会
に
生
き
る
人
が
実
際
に
目
に
し
、
関
係
し
て
い

る
公
共
的
な
問
題
に
関
連
づ
け
よ
う
と
し
た
の
が
社
会
小
説
で
あ
る
。
社
会
小

説
に
関
す
る
議
論
で
は
、
田
岡
嶺
雲
を
中
心
に
貧
困
問
題
や
労
働
問
題
な
ど
を

描
く
こ
と
が
論
じ
ら
れ
た
。
以
上
の
こ
と
は
文
学
史
上
の
常
識
で
あ
る
。

も
う
一
つ
の
方
向
性
が
、
日
常
か
ら
の
逸
脱
の
追
求
で
あ
る
。
従
来
、
こ
れ

は
、
小
説
の
社
会
性
の
必
要
性
と
結
び
付
け
ら
れ
、
社
会
に
お
け
る
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
へ
の
関
心
と
し
て
評
価
さ
れ
て
来
た
。
社
会
の
中
で
抑
圧
さ
れ
、
差
別
さ

れ
る
、
下
層
階
級
や
身
体
障
碍
者
が
小
説
の
主
題
に
選
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
こ

う
し
た
問
題
意
識
の
自
覚
は
重
要
で
あ
り
、
悲
惨
小
説
・
観
念
小
説
の
文
学
史

的
な
意
義
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
社
会
的
な
問
題
意
識

と
い
う
だ
け
で
は
、
当
時
の
観
念
小
説
・
悲
惨
小
説
に
お
け
る
悲
惨
さ
の
強
調

は
理
解
し
に
く
い
。
む
し
ろ
、
そ
こ
に
あ
る
の
は
、
お
ぞ
ま
し
さ
そ
の
も
の
の

追
求
で
あ
る
。
広
津
柳
浪
の
「
黒
蜥
蜴
」（『
文
芸
倶
楽
部
』
明
二
八
・
五
）
は
、

舅
が
嫁
を
苛
め
抜
く
さ
ま
が
執
拗
に
描
か
れ
る
。
前
田
曙
山
の
「
蝗
う
り
」（『
文

芸
倶
楽
部
』
明
二
八
・
四
）
で
は
、
発
狂
し
た
母
が
子
供
を
殺
す
。
小
栗
風
葉

の
「
寝
白
粉
」（『
文
芸
倶
楽
部
』
明
二
九
・
九
）
は
、
被
差
別
部
落
出
身
者
の

兄
妹
の
近
親
相
姦
を
描
き
、
石
榑
む
つ
子
の
「
無
惨
」（『
文
芸
倶
楽
部
』
明
二

九
・
七
）
で
は
、
幼
い
赤
ん
坊
以
外
の
家
族
が
全
員
コ
レ
ラ
で
死
亡
す
る
。
こ

う
し
た
作
品
で
は
、
平
穏
で
、
健
全
な
世
界
を
拒
否
し
、
ど
れ
だ
け
悲
惨
な
物

語
を
作
れ
る
の
か
と
い
う
、
悲
惨
さ
、
お
ぞ
ま
し
さ
そ
の
も
の
が
追
求
の
対
象

と
な
っ
て
い
る
。
現
代
で
言
え
ば
、
読
後
感
の
悪
さ
を
求
め
る
、
い
わ
ゆ
る
「
イ

ヤ
ミ
ス
」
の
よ
う
な
作
品
な
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
ま
た
、
身
体
的
な
レ
ベ
ル
で
、
我
々
の
感
覚
を
刺
激
す
る
よ
う
な
、

グ
ロ
テ
ス
ク
さ
へ
の
関
心
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
鏡
花
の
「
外
科
室
」
で
は
、

解
剖
台
で
、
医
師
が
女
性
に
メ
ス
を
刺
す
場
面
が
出
て
く
る
。
近
代
文
学
に
は
、

解
剖
を
描
い
た
作
品
が
こ
の
後
数
多
く
登
場
す
る
が
、
そ
の
嚆
矢
と
な
っ
た
作

品
で
あ
る
。「
琵
琶
伝
」（『
国
民
之
友
』
明
二
九
・
一
）
で
は
、
主
人
公
の
女
性

が
恋
人
の
仇
の
喉
を
噛
み
ち
ぎ
る
。
ま
た
、
小
栗
風
葉
の
「
世
話
女
房
」（『
読

売
新
聞
』
明
二
九
・
一
・
二
五
～
二
・
一
八
）
に
は
、
下
痢
に
ま
み
れ
た
、
コ

レ
ラ
の
す
さ
ま
じ
い
症
状
が
描
か
れ
る
。
広
津
柳
浪
の
「
畜
生
腹
」（『
太
陽
』

明
三
〇
・
一
〇
・
二
〇
、
一
一
・
五
，
一
一
・
二
〇
）
で
、
無
気
味
な
印
象
を

与
え
る
の
も
、
床
の
下
に
埋
め
ら
れ
た
、
堕
胎
し
た
子
供
の
死
体
で
あ
る
。
悲

惨
小
説
の
特
徴
と
さ
れ
る
、
身
体
障
碍
者
も
同
様
の
傾
向
に
含
ま
れ
る
（
そ
う

し
た
障
碍
者
の
扱
い
の
差
別
性
に
つ
い
て
は
、
ひ
と
ま
ず
こ
こ
で
は
不
問
に
付

す
）。
こ
う
し
た
作
品
の
お
ぞ
ま
し
さ
が
焦
点
と
し
て
い
る
の
は
、
我
々
の
身
体

で
あ
る
。
理
性
で
理
解
す
る
意
味
で
は
な
く
、
我
々
の
身
体
感
覚
そ
れ
自
体
に

直
接
訴
え
る
よ
う
な
お
ぞ
ま
し
さ
が
選
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

従
来
の
悲
惨
小
説
・
観
念
小
説
へ
の
評
価
で
は
、
こ
う
し
た
傾
向
は
、
思
想

性
を
強
調
す
る
あ
ま
り
陥
っ
た
、
リ
ア
リ
ズ
ム
と
し
て
の
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
た

表
現
と
し
て
否
定
的
に
評
価
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
む
し
ろ
、
彼
ら
の
小
説

が
目
指
し
た
の
は
、
一
般
的
な
思
想
性
に
還
元
さ
れ
な
い
、
グ
ロ
テ
ス
ク
さ
の

追
求
で
あ
る
。
彼
ら
が
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
尾
崎
紅
葉
の
文
学
は
、
多
く
の

人
が
共
感
で
き
る
恋
愛
模
様
を
描
い
て
い
た
。
そ
こ
に
共
有
さ
れ
て
い
た
、
日

常
的
な
意
識
・
常
識
を
逸
脱
し
、
そ
れ
を
逆
な
で
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
悲
惨
小

説
・
観
念
小
説
の
目
指
し
て
い
た
こ
と
の
、
一
つ
の
方
向
性
だ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
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観
念
小
説
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
荒
唐
無
稽
さ
も
、
同
様
の
観
点
か
ら
、
再
考
し

得
る
。
川
上
眉
山
の
「
う
ら
お
も
て
」（『
国
民
之
友
』
明
二
八
・
八
）
は
、
恋

人
の
父
が
実
は
盗
賊
だ
っ
た
と
い
う
小
説
で
あ
り
、
小
説
と
し
て
の
リ
ア
リ
テ
ィ

の
無
さ
が
批
判
さ
れ
て
き
た
。
鏡
花
の
「
夜
行
巡
査
」
も
、
警
官
と
し
て
の
義

務
か
ら
、
泳
げ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
川
に
飛
び
込
む
と
い
う
展
開
の
強
引
さ

が
指
摘
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
も
、
紅
葉
の
ウ
ェ
ル
メ
イ
ド
な
物
語
へ
の

反
発
と
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
る
。
眉
山
や
鏡
花
は
、
作
品
の
物
語
と
し
て
の
破

綻
を
認
識
し
な
が
ら
も
、
こ
う
し
た
ス
タ
イ
ル
を
選
ん
だ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
ま
と
も
な
物
語
で
は
な
く
、
あ
え
て
、
テ
ー
マ
の
た
め
に
歪
な
物
語
を
肯

定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
紅
葉
文
学
の
批
判
の
方
向
性
と
し
て
、
思
想
性
・
社
会
性
の
獲
得
と
、

日
常
か
ら
の
逸
脱
、
特
に
身
体
的
な
グ
ロ
テ
ス
ク
さ
の
追
求
を
指
摘
し
た
。
こ

う
し
た
観
点
か
ら
、
小
杉
天
外
の
「
奇
病
」
に
つ
い
て
振
り
返
る
。

「
奇
病
」
の
テ
ー
マ
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
政
治
批
判
で
あ
り
、
硯
友
社
と

は
違
っ
た
思
想
性
・
社
会
性
を
備
え
た
作
品
で
あ
る
。
小
杉
天
外
は
、
社
会
や

政
治
に
対
す
る
風
刺
的
な
作
品
で
文
壇
に
認
め
ら
れ
た
作
家
で
あ
る
。「
当
世
志

士
伝
」（『
国
会
』
明
二
五
・
一
二
）
や
、「
改
良
若
殿
」（『
読
売
新
聞
』
明
二

八
・
四
・
二
〇
～
五
・
一
三
）
な
ど
の
作
品
で
あ
る
。「
奇
病
」
も
ま
た
同
傾
向

を
継
ぐ
も
の
で
あ
る
。
風
刺
の
内
容
は
皮
相
な
も
の
だ
が
、
少
な
く
と
も
天
外

の
意
図
と
し
て
は
、
そ
の
社
会
性
・
思
想
性
に
よ
っ
て
、
硯
友
社
に
対
す
る
新

機
軸
を
志
向
し
た
の
で
あ
る
。

天
外
は
ま
た
、
グ
ロ
テ
ス
ク
へ
の
志
向
も
鮮
明
に
示
し
て
い
た
。
そ
れ
が
、

「
ど
ろ
〳
〵
姫
」（『
小
日
本
』
明
二
七
・
六
・
一
～
一
八
）
で
あ
る
。
新
進
の
画

家
で
あ
る
筆
野
は
、
青
雲
伯
爵
の
令
嬢
艶
子
と
知
り
あ
う
。
艶
子
は
美
し
く
、

筆
野
は
彼
女
に
恋
を
し
、
艶
子
も
ま
た
筆
野
に
思
い
を
寄
せ
、
二
人
は
遂
に
結

ば
れ
る
。
筆
野
は
天
に
も
昇
る
よ
う
な
気
持
だ
っ
た
が
、
結
婚
し
て
、
驚
く
べ

き
こ
と
を
知
る
。
実
は
、
艶
子
は
、
蛆
の
わ
く
よ
う
な
、「
ど
ぶ
」
の
泥
を
食
べ

る
の
が
大
好
き
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
知
っ
た
筆
野
は
、
我
慢
で
き
ず
、

家
を
出
る
、
と
い
う
作
品
で
あ
る
。
近
代
文
学
に
は
、
悪
食
を
描
い
た
作
品
が

い
く
つ
か
あ
る
。
泉
鏡
花
の
「
蛇
く
ひ
」（『
新
著
月
刊
』
明
三
一
・
三
）
で
は
、

蛇
を
食
べ
る
場
面
が
あ
り
、
漱
石
の
「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」
の
迷
亭
が
山
の
中

で
蛇
を
食
べ
る
話
に
影
響
し
て
い
る
。
大
正
時
代
に
は
、
村
山
槐
多
の
「
悪
魔

の
舌
」（『
武
侠
世
界
』
大
四
・
七
）
の
主
人
公
は
、
悪
食
の
末
に
、
人
肉
食
に

至
る
。「
最
暗
黒
の
東
京
」（
民
友
社
、
明
二
六
・
一
一
）
の
よ
う
な
貧
民
街
の

ル
ポ
に
も
、
残
飯
を
食
べ
る
様
子
が
描
か
れ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
作
品
の

中
に
あ
っ
て
も
、「
ど
ぶ
」
の
泥
を
食
べ
る
の
を
好
む
と
い
う
「
ど
ろ
〳
〵
姫
」

は
、
き
わ
め
て
悪
趣
味
で
あ
る
。
結
婚
の
幻
滅
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
よ
く

あ
る
小
説
の
テ
ー
マ
だ
が
、
こ
の
作
品
の
場
合
は
、
そ
う
し
た
日
常
性
は
な
い
。

作
品
の
思
想
的
な
テ
ー
マ
は
見
い
だ
し
が
た
く
、
読
者
に
不
快
感
を
与
え
る
、

グ
ロ
テ
ス
ク
さ
の
追
求
こ
そ
が
こ
の
作
品
の
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
奇
病
」
も
、
グ
ロ
テ
ス
ク
さ
を
追
求
し
た
作
品
で
あ
る
。
描
か
れ
る
の
は
血

を
吸
う
こ
と
で
あ
り
、
何
か
を
食
べ
る
こ
と
に
関
す
る
グ
ロ
テ
ス
ク
さ
で
あ
る

こ
と
も
、「
ど
ろ
〳
〵
姫
」
と
共
通
す
る
。「
奇
病
」
は
、
政
治
批
判
と
し
て
、

思
想
性
・
社
会
性
を
獲
得
す
る
と
と
も
に
、
グ
ロ
テ
ス
ク
さ
の
追
求
と
い
っ
た

面
で
も
、
紅
葉
の
文
学
と
は
違
う
傾
向
を
示
そ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

三

一
章
か
ら
二
章
で
、
明
治
二
〇
年
代
に
書
か
れ
た
、
天
外
の
「
奇
病
」
に
つ

い
て
考
察
し
た
。
こ
の
作
品
が
、
明
治
初
期
と
し
て
は
、
非
常
に
珍
し
い
吸
血
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鬼
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
登
場
の
背
景
に
は
、
グ
ロ
テ
ス
ク
へ
の

志
向
に
よ
っ
て
、
当
時
文
壇
の
主
流
だ
っ
た
尾
崎
紅
葉
の
文
学
を
乗
り
越
え
よ

う
と
い
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト
が
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
。

こ
の
作
品
は
、
日
本
の
吸
血
鬼
小
説
の
中
で
も
、
孤
立
例
で
あ
る
。
他
に
、

明
治
期
に
書
か
れ
た
吸
血
鬼
小
説
と
し
て
、
先
行
研
究
で
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の

は
松
居
松
葉
の
翻
訳
で
あ
る
。
東
雅
夫
が
紹
介
し
た
、
ヘ
ロ
ン
作
の
「
血
を
吸

ふ
怪
」（『
文
芸
倶
楽
部
』
明
三
五
・
一
二
）
と
い
う
作
品
で
あ
る

（
（

（
注

。
妖
怪
屋
敷

と
し
て
知
ら
れ
た
、
代
々
ス
ウ
ア
ッ
フ
ァ
ム
家
の
住
む
家
を
ジ
ャ
ン
グ
ヴ
ォ
ル

ド
博
士
が
借
り
て
住
む
。
幽
霊
が
頻
繁
に
出
現
し
、
つ
い
に
一
人
の
女
中
が
死

ぬ
。
博
士
は
フ
ラ
ッ
ク
ス
マ
ン
・
ロ
ー
博
士
に
解
決
を
依
頼
す
る
。
屋
敷
に
乗

り
込
ん
だ
ロ
ー
博
士
は
、
悪
霊
が
ミ
イ
ラ
に
取
り
付
い
て
吸
血
鬼
と
な
り
、
人

の
血
を
吸
っ
て
い
る
こ
と
を
突
き
止
め
る
。
ミ
イ
ラ
を
見
つ
け
三
日
間
焼
い
て

し
ま
う
と
、
怪
し
い
も
の
は
出
な
く
な
る
。
ジ
ョ
ン
・
サ
イ
レ
ン
ス
や
、
カ
ー

ナ
ッ
キ
の
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
心
霊
探
偵
も
の
で
あ
る
。

筆
者
の
不
勉
強
で
、
他
に
も
明
治
期
の
吸
血
鬼
小
説
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
。
諸
賢
の
指
摘
を
ま
つ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
明
治
期
に
お

い
て
は
、
ま
だ
吸
血
鬼
小
説
は
積
極
的
に
受
容
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
、
と
考
え
る
。
吸
血
鬼
の
受
容
が
本
格
化
す
る
の
は
大
正
か
ら
で
あ
る
。

ま
ず
、
吸
血
鬼
に
関
す
る
小
説
の
翻
訳
で
あ
る
。
大
正
二
年
に
は
、
鴎
外
に

よ
っ
て
、
シ
ュ
ト
ロ
ー
ブ
ル
の
「
刺
絡
」
と
い
う
作
品
が
訳
さ
れ
る
（『
昴
』
大

二
・
八
～
一
〇
）。
続
く
、
大
正
三
年
に
は
、
女
性
の
吸
血
鬼
を
描
い
た
作
品
と

し
て
有
名
な
テ
オ
フ
ィ
ル
・
ゴ
ー
チ
ェ
の
「
死
霊
の
恋
」
を
、
芥
川
が
「
ク
ラ

リ
モ
ン
ド
」
と
題
し
て
翻
訳
す
る
（『
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
の
一
夜
』（
新
潮
社
、
大

三
・
一
〇
）
所
収
）。
少
し
時
代
は
離
れ
る
が
、
大
正
の
終
り
に
は
、
ガ
ス
ト

ン
・
ル
ル
ー
作
池
田
真
訳
「
吸
血
鬼
」（『
独
立
』
大
一
三
・
六
～
一
二
）
と
い

う
怪
作
が
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
パ
リ
を
舞
台
に
、
死
後
の
手
術
で
人
造

人
間
に
さ
れ
た
青
年
が
、
吸
血
鬼
で
あ
る
侯
爵
の
魔
の
手
か
ら
、
思
い
を
寄
せ

る
女
性
を
守
ろ
う
と
す
る
、
と
い
う
話
で
あ
る
。
人
造
人
間
と
吸
血
鬼
の
対
決

と
い
う
、
Ｂ
級
映
画
の
よ
う
な
展
開
の
作
品
で
あ
る

（
（

（
注

。
マ
ル
セ
ル
・
シ
ュ
ウ
ォ
ッ

ブ
の
「
吸
血
鬼
」（『
海
外
文
学
新
選
第
11
編　

吸
血
鬼
』（
新
潮
社
、
大
一
三
・

七
）
所
収
）、
ホ
フ
マ
ン
の
「
吸
血
鬼
」（『
世
界
短
篇
小
説
大
系　

独
逸
篇
』（
近

代
社
、
大
一
五
・
一
〇
）
所
収
）
が
こ
れ
に
続
く
。
ポ
リ
ド
リ
の
「
吸
血
鬼
」

が
、
佐
藤
春
夫
に
よ
っ
て
訳
さ
れ
る
の
は
、
昭
和
七
年
で
あ
る
（『
犯
罪
公
論
』

昭
七
・
一
～
三
）。

次
に
、
吸
血
鬼
の
伝
承
の
研
究
で
あ
る
。
東
雅
夫
が
指
摘
す
る
よ
う
に

（
（

（
注

、
南

方
熊
楠
は
「
詛
言
に
つ
い
て
」（『
人
類
学
雑
誌
』
大
四
・
四
）
や
「
幽
霊
の
手

足
印
」（『
人
類
学
雑
誌
』
大
四
・
九
）、「
磬
―
鰐
口
―
茶
吉
尼
天
に
つ
い

て
追
補
」（『
考
古
学
雑
誌
』
大
六
・
四
）、「
肉
吸
い
と
い
ふ
鬼
」（『
人
類
学
雑

誌
』
大
七
・
二
）、「
屍
愛
に
つ
い
て
」（『
変
態
心
理
』
大
一
四
・
六
）
な
ど
で
、

吸
血
鬼
の
伝
説
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
・
サ
マ
ー
ズ
の
著
作

を
日
夏
耿
之
介
が
訳
し
た
『
吸
血
妖
魅
考
』（
武
侠
社
、
昭
六
・
九
）
や
日
夏
自
身

に
よ
る
エ
ッ
セ
イ
「
吸
血
鬼
譚
」（『
中
央
公
論
』
昭
六
・
五
）
な
ど
も
発
表
さ
れ
る
。

吸
血
鬼
の
存
在
の
認
知
が
す
す
む
と
と
も
に
、
吸
血
鬼
の
語
の
比
喩
的
な
使

用
が
一
般
化
す
る
。
東
は
、「
ク
ラ
リ
モ
ン
ド
」
に
つ
い
て
、
芥
川
が
「
女
性
の

夜
叉
」
と
訳
し
た
言
葉
を
、
岡
本
綺
堂
が
「
吸
血
鬼
」
と
訳
し
て
い
る
（
綺
堂

「
ク
ラ
リ
モ
ン
ド
」（『
世
界
大
衆
文
学
全
集
』
第
三
五
巻
「
世
界
怪
談
名
作
集
」

（
改
造
社
、
昭
四
・
八
）
所
収
）
こ
と
か
ら
、
大
正
初
め
に
は
「
吸
血
鬼
」
の
語

が
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る

（
（

（
注

。
明
治
期
に
お
い
て
も
吸
血
鬼
と

い
う
言
葉
は
あ
っ
た

（
（

（
注

。
し
か
し
、
一
般
に
知
ら
れ
た
言
葉
に
な
っ
て
い
っ
た
の

が
大
正
時
代
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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こ
の
時
代
に
は
、
吸
血
鬼
の
語
を
比
喩
的
に
使
う
こ
と
も
珍
し
く
な
く
な
っ

て
い
る
（「
そ
れ
を
見
詰
め
て
居
る
と
後
頭
部
よ
り
お
い
お
い
吸
血
鬼
に
精
血
を

吸
い
取
ら
れ
行
き
死
に
果
て
な
ん
時
か
の
国
に
摂
取
せ
ら
る
る
心
地
を
催
さ
す

夢
幻
の
陰
影
に
充
ち
て
居
る
。」（
岡
本
一
平
『
へ
ぼ
胡
瓜
』（
大
日
本
雄
弁
会
講

談
社
、
大
一
〇
・
五

（
（

（
注

）））。
そ
う
し
た
比
喩
的
用
法
の
代
表
が
、
毒
婦
や
悪
人
を

意
味
す
る
言
葉
と
し
て
の
吸
血
鬼
で
あ
る
。

ま
ず
、
前
者
に
つ
い
て
で
あ
る
。
大
正
の
終
り
か
ら
昭
和
の
初
め
頃
、
ヴ
ァ

ン
プ
や
、
ヴ
ァ
ン
パ
イ
ア
と
い
う
言
葉
が
、
男
性
を
魅
了
す
る
妖
婦
や
毒
婦
の

意
味
で
使
わ
れ
た
こ
と
が
、
当
時
の
新
語
辞
典
な
ど
か
ら
わ
か
る

（
（注

（
注

。

【
バ
ン
プ
】V

am
p

（
英
）
バ
ン
パ
イ
ヤ
（V

am
pire

）
―
即
ち
蝙
蝠
か

ら
生
れ
た
新
語
で
あ
る
。
最
近
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
辺
り
で
、
盛
ん
に
用
ひ
ら

れ
る
語
で
。
男
を
だ
ま
し
男
の
生
血
を
吸
ふ
女
つ
ま
り
吸
血
児
・
吸
血
女
・

男
た
ら
し
、
妖
婦
で
あ
る
。
活
動
写
真
や
公
園
な
ど
で
男
を
誘
惑
し
て
果

は
結
婚
を
迫
り
い
い
加
減
に
潮
時
を
見
計
つ
て
、
家
財
を
持
ち
逃
げ
す
る

悪
逆
極
ま
り
な
い
女
の
こ
と
。
女
た
ら
し
の
男
は
メ
ー
ル
・
ヴ
ァ
ン
プ

（M
ale-vam

p

）
と
い
ふ
。（『
大
増
補
改
訂
新
し
い
言
葉
の
字
引
』（
実
業

之
日
本
社
、
大
一
四
・
三

（
（注

（
注

））

【
バ
ン
プ
】（V

am
p

）
バ
ン
パ
イ
ヤ
ー
即
ち
蝙
蝠
か
ら
生
れ
た
新
語
で
、
妖

婦
、
吸
血
女
、
悪
性
の
女
等
々
の
意
味
に
用
ひ
ら
れ
る
。
彼
の
明
治
の
毒

婦
「
高
橋
お
伝
」
で
売
出
し
た
五
月
信
子
や
、
常
に
妖
艶
な
凄
腕
の
姉
御

役
ば
か
り
を
好
ん
で
演
じ
て
ゐ
る
原
駒
子
の
如
き
を
「
バ
ン
プ
型
の
女
優
」

な
ど
と
呼
ぶ
。「
某
君
は
此
の
頃
銀
座
の
×
×
の
お
妙
に
す
つ
か
り
参
つ
て

ゐ
る
ら
し
い
が
い
ま
に
痛
い
目
に
遭
ふ
ぜ
。
彼
女
は
バ
ン
プ
だ
か
ら
ね
え
」

（『
現
代
新
語
辞
典
』（
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
。
昭
六
・
一
。『
近
代
用
語

の
辞
典
集
成
』
第
一
五
巻
））

中
に
は
、「
ヴ
ァ
ン
プ
（
英vam

pire

の
略
）
妖
婦
。
映
画
で
は
毒
婦
型
の

俳
優
を
ヴ
ァ
ン
プ
と
い
ふ
。
元
意
は
夜
間
墓
所
よ
り
出
て
人
の
血
を
吸
ふ
と
い

ふ
死
霊
の
こ
と
」（『
新
語
辞
典
』（
ア
ル
ス
、
昭
五
・
一
二
。『
近
代
用
語
の
辞

典
集
成
』
第
一
四
巻
））
と
超
自
然
的
存
在
と
し
て
の
吸
血
鬼
に
言
及
す
る
も
の

も
あ
る
が
、
多
く
の
新
語
辞
典
で
は
、
映
画
に
影
響
さ
れ
た
モ
ダ
ン
な
風
俗
用

語
と
し
て
、
ヴ
ァ
ン
プ
や
、
ヴ
ァ
ン
パ
イ
ア
を
紹
介
し
て
い
る
。「
ヴ
ァ
ム
プ

る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
っ
た
と
も
記
さ
れ
て
い
る

（
（注

（
注

。「
洋
子
は
妖
艶
な
る
、
や
や

ヴ
ァ
ン
パ
イ
ヤ
風
の
女
優
に
扮
し
、
彼
女
を
め
ぐ
る
三
人
の
遊
蕩
男
子
と
、
一

人
の
真
面
目
な
青
年
と
の
恋
愛
遊
戯
の
経
過
を
賑
や
か
に
取
り
扱
っ
た
」（
江
戸

川
乱
歩
「
蜘
蛛
男
」（『
講
談
倶
楽
部
』
昭
四
・
八
～
五
・
六
））
と
い
っ
た
用
法

は
、
当
時
広
く
定
着
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
こ
の
人
（
注
・
ポ
リ
ド
リ
の

こ
と
）
は
小
説“T

he V
am

pyre”

「
妖
婦
」
の
著
者
と
し
て
多
少
の
文
名
が
あ

つ
た
け
れ
ど
も
、1821

年
に
自
殺
し
て
死
ん
だ
。」（
竹
友
藻
風
「
ク
リ
ス
テ
ィ

ナ
・
ロ
ゼ
ッ
テ
ィ
の
研
究
」（『
英
語
青
年
』、
大
一
一
・
一
））
と
い
っ
た
誤
訳

に
も
そ
の
定
着
の
度
合
い
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

も
う
一
つ
が
、
吸
血
鬼
を
、
他
者
に
非
道
な
行
い
を
す
る
極
悪
人
と
い
う
意

味
で
使
う
こ
と
で
あ
る
。

ヴ
ァ
ン
パ
イ
ヤ
ー
（V

am
pire

英
）
吸
血
児
と
訳
し
て
ゐ
る
。
他
人
の
生

血
を
吸
つ
て
生
き
て
ゐ
る
人
と
云
ふ
意
で
、
他
人
の
苦
境
に
陥
ち
入
つ
た

の
に
つ
け
込
ん
で
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
弄
し
て
取
れ
る
丈
の
も
の
は
と
り

利
用
し
得
ら
れ
る
丈
酷
き
使
つ
て
そ
の
人
が
死
以
上
の
苦
境
に
喘
い
で
ゐ

る
の
を
平
気
で
見
て
居
る
様
な
極
悪
の
人
を
云
ふ
。
ま
た
妖
婦
の
事
を
指

し
て
云
ふ
事
も
あ
る
。（『
音
引
正
解
近
代
新
用
語
辞
典
』（
修
教
社
書
店
、

昭
三
・
一
。『
近
代
用
語
の
辞
典
集
成
』
第
九
巻
））

こ
う
し
た
例
は
社
会
問
題
や
労
働
問
題
を
扱
っ
た
資
料
の
中
に
散
見
さ
れ
る
。
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此
の
固
定
し
た
る
観
念
、
此
の
幽
霊
的
観
念
、
即
ち
更
に
具
体
的
に
云
へ

ば
社
会
と
か
道
徳
と
か
宗
教
と
か
何
ん
と
か
称
す
る
も
の
は
、
ス
テ
イ
ル

ナ
ー
を
以
て
云
は
し
む
れ
ば
、
生
き
た
る
人
の
血
を
吸
ふ
フ
ワ
ン
ピ
ー
ア

で
あ
る
吸
血
鬼
で
あ
る
。（
大
杉
栄
「
唯
一
者
―
マ
ク
ス
・
ス
テ
イ
ル

ナ
ー
論
―
」（『
近
代
思
想
』
大
一
・
一
二
））

以
上
概
略
な
が
ら
指
定
下
宿
の
ど
ん
な
も
の
で
あ
る
か
を
説
明
し
た
が
、

こ
れ
は
資
本
家
と
同
程
度
に
憎
む
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
全
然
労
働
者
の

血
を
二
重
に
啜
つ
て
ゐ
る
寄
生
虫
で
あ
る
。
否
、
む
し
ろ
吸
血
鬼
の
類
い

だ
。（
細
井
和
喜
蔵
『
女
工
哀
史
』（
改
造
社
、
大
一
四
・
七
））

こ
れ
は
、
マ
ル
ク
ス
自
身
が
吸
血
鬼
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
こ
と
も
一
つ
の

要
因
か
も
し
れ
な
い

（
（注

（
注

。
搾
取
す
る
資
本
家
を
吸
血
鬼
と
呼
ぶ
こ
と
も
、
当
時
よ

く
見
ら
れ
た
用
法
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

四

三
章
で
は
、
大
正
時
代
に
、
吸
血
鬼
の
受
容
が
本
格
化
し
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。
小
説
の
翻
訳
・
伝
承
の
研
究
が
す
す
み
、
吸
血
鬼
が
一
般
に
認
知
さ

れ
る
と
と
も
に
、
比
喩
的
な
用
法
と
し
て
、
毒
婦
や
極
悪
人
の
意
味
で
吸
血
鬼

の
語
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
次
に
、
吸
血
鬼
を
テ
ー
マ
と
し
た
創
作
に

つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
も
、
須
永
朝
彦
や
東
雅
夫
、
谷
川
渥
な
ど
に
よ
っ
て
い
く
つ

か
の
作
品
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
岡
本
綺
堂
「
一
本
足
の
女
」（『
苦
楽
』
大
一

四
・
三
）、
中
河
与
一
「
吸
血
鬼
」（『
若
草
』
昭
四

（
（注

（
注

）、
城
昌
幸
「
吸
血
鬼
」（『
新

青
年
』
昭
五
・
一
）、
江
戸
川
乱
歩
「
吸
血
鬼
」（『
報
知
新
聞
』
昭
五
・
九
・
三

〇
～
六
・
三
・
一
二
）
な
ど
で
あ
る
。
数
少
な
い
な
が
ら
、
日
本
で
も
吸
血
鬼

が
複
数
の
作
家
に
よ
っ
て
、
共
有
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
作
品
の
中
に
は
、
明
か
に
超
自
然
的
な
存
在
と
し
て
吸
血
鬼
が
登

場
す
る
も
の
が
あ
る
。
綺
堂
の
「
一
本
足
の
女
」
に
は
、
刀
に
つ
い
た
血
を
舐

め
る
女
が
出
て
く
る
。
女
は
片
足
で
あ
り
な
が
ら
、
男
の
足
も
及
ば
な
い
ほ
ど

の
速
さ
で
駆
け
て
い
く
。
作
中
で
女
は
「
鬼
女
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
水
谷
準

「
吸
血
鬼
」（『
文
芸
倶
楽
部
』
昭
五
・
七
）
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
舞
台
に
し
て
い

る
。
結
婚
前
の
女
性
の
家
に
、
あ
る
叔
母
が
来
る
。
そ
の
晩
、
白
髪
の
化
物
が
、

結
婚
相
手
の
男
の
背
中
か
ら
血
を
吸
い
取
っ
て
、
殺
し
て
し
ま
う
。
次
の
日
、

叔
母
は
何
を
言
わ
ず
に
去
っ
て
い
く
。
叔
母
と
白
髪
の
化
物
の
関
係
は
よ
く
わ

か
ら
な
い
ま
ま
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、
も
し
か
す
る
と
翻
訳
か
翻
案
か
も
し

れ
な
い
。
佐
藤
春
夫
「
の
ん
し
や
ら
ん
記
録
」（『
改
造
』
昭
四
・
一
）
の
吸
血

植
物
も
、
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
存
在
で
あ
る
。

こ
う
し
た
例
は
あ
る
も
の
の
、
大
正
・
昭
和
初
期
の
吸
血
鬼
も
の
で
は
、
吸

血
鬼
を
人
間
と
し
て
描
く
も
の
や
、
吸
血
と
い
う
行
為
が
明
ら
か
で
は
な
い
も

の
が
多
い
。

押
川
春
浪
「
武
侠
小
説　

日
米
の
決
闘
」（『
武
侠
世
界
』
明
四
五
・
五
～
大

一
・
九
）
で
は
、
女
の
生
血
を
吸
う
と
不
老
不
死
に
な
る
と
い
う
迷
信
を
信
じ

た
悪
漢
が
、
処
女
を
誘
拐
し
、
監
禁
す
る
。
悪
漢
は
、「
人
の
姿
せ
る
吸
血
鬼
」

と
呼
ば
れ
る
。
城
昌
幸
「
吸
血
鬼
」
は
、
エ
ジ
プ
ト
に
人
の
生
血
を
啜
る
性
癖

を
持
っ
た
部
族
が
存
在
し
、
そ
の
部
族
の
女
性
に
魅
了
さ
れ
た
男
の
話
で
あ
る
。

大
下
宇
陀
児
「
恐
怖
の
歯
型
」（『
朝
日
』
昭
五
・
三
～
六
・
六
）
で
は
、
謎
の

歯
型
が
残
さ
れ
、
血
が
吸
い
取
ら
れ
た
死
体
が
発
見
さ
れ
る
。
警
察
は
あ
る
女

性
を
容
疑
者
と
す
る
が
、
そ
の
女
性
を
「
自
分
の
愛
人
の
血
を
啜
る
と
い
う
妖

婦
、
即
ち
、
所
謂
ヴ
ァ
ン
パ
イ
ヤ
」、「
異
常
な
る
変
質
者
」
と
み
な
す
。
血
に

対
す
る
迷
信
、
部
族
特
有
の
性
癖
、
変
態
性
欲
な
ど
が
原
因
で
、
彼
ら
は
吸
血
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と
い
う
行
為
を
行
う
が
、
い
ず
れ
も
超
自
然
的
存
在
で
は
な
く
、
人
間
で
あ
る
。

特
に
、
城
や
大
下
の
例
の
背
景
に
は
、
こ
の
時
代
の
変
態
心
理
へ
の
関
心
が
見

ら
れ
る
。

ま
た
、
血
を
吸
う
と
い
う
行
為
そ
の
も
の
が
な
く
、
極
悪
人
と
し
て
の
意
味

で
使
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
国
枝
史
郎
の
「
神
州
纐
纈
城
」（『
苦
楽
』
大
一

四
・
一
～
一
五
・
一
〇
）
で
は
、
殺
人
鬼
の
こ
と
を
、「
血
吸
鬼
」
と
よ
ん
で
い

る
。
乱
歩
の
「
吸
血
鬼
」
は
、
冒
頭
の
作
者
の
言
葉
と
し
て
、
生
き
る
屍
と
し

て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
吸
血
鬼
に
言
及
し
な
が
ら
、
作
品
そ
の
も
の
で
は
、
ヒ
ロ

イ
ン
を
追
い
詰
め
る
恐
る
べ
き
犯
罪
者
が
出
て
来
る
の
み
で
あ
る
。

三
章
で
見
た
よ
う
に
、
毒
婦
や
極
悪
人
の
意
味
で
吸
血
鬼
の
語
を
使
う
こ
と

は
、
当
時
一
般
的
だ
っ
た
。
城
や
大
下
、
国
枝
や
乱
歩
も
当
時
普
通
に
使
わ
れ

て
い
た
吸
血
鬼
の
意
味
で
こ
の
言
葉
を
使
っ
た
の
で
あ
る
。

中
河
与
一
の
「
吸
血
鬼
」
な
ど
、
吸
血
と
い
う
行
為
の
有
無
の
明
確
で
な
い

も
の
も
あ
る
。
あ
る
男
性
の
娘
が
主
人
公
で
、
義
母
が
次
第
に
若
く
な
り
、
そ

れ
と
と
も
に
、
自
分
が
老
婆
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
と
い
う
話
で
あ
る
。

吸
血
の
場
面
は
な
く
、
若
さ
を
吸
い
取
る
こ
と
を
吸
血
と
呼
ん
で
い
る
。
少
し

後
年
だ
が
、
付
き
合
っ
た
女
性
が
次
々
と
死
ん
で
い
く
男
を
吸
血
鬼
と
呼
ぶ
、

戸
田
巽
「
吸
血
鬼
」（『
新
青
年
』
昭
一
〇
・
五
）
の
よ
う
な
作
品
も
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
吸
血
鬼
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
翻
訳
が
、
血
を
吸
う
超
自
然
的
存

在
を
描
い
て
い
る
の
と
対
照
的
で
あ
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
日
本
に
伝
統
的

に
吸
血
鬼
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

近
代
に
な
っ
て
、
西
洋
か
ら
新
た
に
吸
血
鬼
の
イ
メ
ー
ジ
を
日
本
は
知
っ
た
。

し
か
し
、
吸
血
と
い
う
性
質
を
も
っ
た
超
自
然
的
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
日
本

の
文
化
の
中
で
は
、
超
自
然
的
な
吸
血
鬼
は
イ
メ
ー
ジ
し
に
く
か
っ
た
の
で
あ

る
。
む
し
ろ
、
吸
血
鬼
を
人
間
と
し
て
と
ら
え
る
方
が
、
ス
ム
ー
ズ
に
理
解
で

き
た
。
そ
の
た
め
に
、
翻
訳
や
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
吸
血
鬼
を
受
容
し
た
も
の

の
、
実
際
に
自
ら
作
品
を
生
み
出
す
際
に
は
、
人
間
と
し
て
吸
血
鬼
を
登
場
さ

せ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

五

以
上
、
吸
血
鬼
小
説
の
嚆
矢
と
し
て
、
小
杉
天
外
の
「
奇
病
」
を
紹
介
し
、

こ
の
作
品
が
社
会
的
な
テ
ー
マ
と
と
も
に
、
グ
ロ
テ
ス
ク
さ
の
追
求
に
よ
っ
て
、

当
時
主
流
だ
っ
た
尾
崎
紅
葉
の
文
学
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
意
図
か
ら
生
ま

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
次
に
、
吸
血
鬼
の
受
容
が
本
格
化

す
る
の
が
大
正
期
で
あ
り
、
翻
訳
・
研
究
を
は
じ
め
、
一
般
的
に
も
吸
血
鬼
と

い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
見
た
。
そ
し
て
、
創
作
の
分
野

で
は
、
超
自
然
的
な
存
在
と
し
て
吸
血
鬼
が
描
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
人
間

と
し
て
吸
血
鬼
が
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
背
景
に
は
、

吸
血
鬼
の
伝
統
の
欠
如
が
あ
る
こ
と
を
考
察
し
た
。

大
正
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
の
吸
血
鬼
に
つ
い
て
み
て
き
た
わ
け
だ
が
、
そ
れ

以
降
の
吸
血
鬼
に
つ
い
て
は
、
未
調
査
で
あ
る
。
ミ
ス
テ
リ
の
定
着
な
ど
に
よ
っ

て
、
よ
り
広
範
に
吸
血
鬼
の
イ
メ
ー
ジ
が
浸
透
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
う
し
た
中
で
、
こ
れ
ま
で
も
言
わ
れ
て
き
た
よ
う
に
（
須
永
、
東
、
仁
賀
、

谷
川
な
ど
）、
横
溝
正
史
の
『
髑
髏
検
校
』（『
奇
譚
』
昭
一
四
・
一
～
二
）
は
エ

ポ
ッ
ク
メ
イ
キ
ン
グ
な
作
品
で
あ
る
。『
ド
ラ
キ
ュ
ラ
』
を
時
代
物
に
転
換
し
た

翻
案
で
あ
る
。
江
戸
を
恐
怖
に
お
と
し
い
れ
る
髑
髏
検
校
は
、
ヴ
ァ
ン
・
ヘ
ル

シ
ン
グ
に
あ
た
る
鳥
居
蘭
渓
に
よ
っ
て
退
治
さ
れ
る
が
、
作
品
の
末
尾
で
、
実

は
髑
髏
検
校
が
天
草
四
郎
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
吸
血
鬼
は
、

個
人
を
標
的
と
し
た
犯
罪
者
で
は
な
く
、
体
制
に
対
す
る
反
逆
者
と
な
る
の
で
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あ
る
。
こ
れ
は
歌
舞
伎
や
浄
瑠
璃
と
い
っ
た
江
戸
期
の
文
芸
か
ら
の
影
響
で
あ

る
（
（注

（
注

。
ブ
ラ
ム
・
ス
ト
ー
カ
ー
の
『
ド
ラ
キ
ュ
ラ
』
に
も
、
自
国
の
体
制
へ
の
脅

威
と
し
て
外
国
を
否
定
的
に
描
く
、
イ
ギ
リ
ス
の
「
外
国
恐
怖
症
」
が
背
景
に

あ
っ
た
こ
と
が
丹
治
愛
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
（注

（
注

。『
ド
ラ
キ
ュ
ラ
』
の
「
外

国
恐
怖
症
」
が
、
日
本
の
文
芸
と
相
互
に
影
響
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
み
出
さ

れ
た
の
が
、「
髑
髏
検
校
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
吸
血
鬼
は
、
一
人
の
力
で
は
対

抗
す
る
こ
と
に
で
き
な
い
、
圧
倒
的
な
力
を
も
っ
た
モ
ン
ス
タ
ー
と
し
て
登
場

す
る
。
吸
血
鬼
小
説
は
こ
こ
か
ら
新
た
な
局
面
に
入
る
の
で
あ
る
。

注

（
1
）	

須
永
朝
彦
『
血
の
ア
ラ
ベ
ス
ク
―
吸
血
鬼
読
本
』（
ペ
ヨ
ト
ル
工
房
、
平
五
・

四
）、
谷
川
渥
「「
鬼
」
の
変
容
―
日
本
吸
血
鬼
文
学
誌
」（『
幻
想
文
学
』
28
、

平
二
・
一
）
な
ど
参
照
。

（
2
）	

百
目
鬼
恭
三
郎
「
日
本
に
も
吸
血
鬼
は
い
た
」（『
芸
術
生
活
』
昭
五
一
・
八
。

後
、
東
雅
夫
編
『
血
と
薔
薇
の
誘
う
夜
に　

吸
血
鬼
ホ
ラ
ー
傑
作
選
』（
角
川
書

店
、
平
一
七
・
九
）
所
収
）
は
蜘
蛛
や
い
た
ち
を
あ
げ
、
谷
川
は
同
エ
ッ
セ
イ

に
よ
り
な
が
ら
、
蜘
蛛
に
注
目
し
て
い
る
。

（
3
）	

ジ
ョ
ン
・
マ
リ
ニ
ー
著
中
村
健
一
訳
『
吸
血
鬼
伝
説
』（
創
元
社
、
平
六
・
六
）、

仁
賀
克
雄
『
ド
ラ
キ
ュ
ラ
誕
生
』（
講
談
社
、
平
七
・
九
）
な
ど
参
照
。

（
4
）	

『
血
と
薔
薇
の
誘
う
夜
に
』
所
収
。

（
5
）	

翻
訳
に
つ
い
て
は
、
須
永
や
東
雅
夫
「
ヴ
ァ
ン
パ
イ
ア
・
ジ
ャ
パ
ネ
ス
ク
の
血

脈
」（『
血
と
薔
薇
の
誘
う
夜
に
』
所
収
）
を
参
考
に
し
た
。
ル
ル
ー
の
作
品
に

つ
い
て
は
、
東
雅
夫
編
『
ゴ
シ
ッ
ク
名
訳
集
成　

吸
血
妖
鬼
譚
』（
学
習
研
究
社
、

平
二
〇
・
一
〇
）
に
よ
る
。
な
お
、
笹
川
吉
晴
「
日
ノ
本
の
吸
血
鬼
―
我
ら

が
同
胞
た
る
怪
物
た
ち
」（『
幻
想
と
怪
奇
』
令
二
・
一
二
）
で
も
、
戦
前
の
用

例
に
つ
い
て
は
、
須
永
、
東
に
見
ら
れ
な
い
も
の
は
な
い
。

（
6
）	

東
雅
夫
「
ヴ
ァ
ン
パ
イ
ア
・
ジ
ャ
パ
ネ
ス
ク
の
血
脈
」

（
7
）	

東
雅
夫
「
ヴ
ァ
ン
パ
イ
ア
・
ジ
ャ
パ
ネ
ス
ク
の
血
脈
」

（
8
）	

吸
血
鬼
と
い
う
言
葉
の
初
出
に
つ
い
て
は
、「
吸
血
鬼
の
歴
史
に
詳
し
く
な
る
ブ

ロ
グ
」https://w

w
w

.vam
pire-load-ruthven.com

/catalog

に
詳
細
な
考
証

が
あ
る
。

（
9
）	

岡
本
一
平
の
用
例
は
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
の
「
吸
血
鬼
」
の
項
に
よ
っ
て
知
っ

た
。
そ
の
記
述
に
は
、
後
述
す
る
『
女
工
哀
史
』
や
川
端
康
成
「
水
族
館
の
踊

子
」（『
新
青
年
』
昭
五
・
四
）
の
例
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
10
）	

大
正
時
代
の
ヴ
ァ
ン
プ
に
つ
い
て
も
、「
吸
血
鬼
の
歴
史
に
詳
し
く
な
る
ブ
ロ
グ
」

に
先
行
の
研
究
が
あ
る
。

（
11
）	

以
下
に
あ
げ
る
新
語
辞
典
は
『
近
代
用
語
の
辞
典
集
成
』（
大
空
社
、
一
九
九
四
・

一
一
～
一
九
九
六
・
二
）
に
収
録
さ
れ
た
資
料
を
用
い
た
。『
大
増
補
改
訂
新
し

い
言
葉
の
字
引
』
は
そ
の
第
三
巻
で
あ
る
。

（
12
）	

『
モ
ダ
ン
語
漫
画
辞
典
』（
洛
陽
書
院
、
昭
六
・
一
一
。『
近
代
用
語
の
辞
典
集
成
』

第
一
九
巻
）

（
13
）	

「
資
本
論
」
の
本
文
に
「
資
本
は
た
ゞ
吸
血
鬼
の
や
う
に
生
き
た
労
働
を
吸
収
す

る
こ
と
に
依
つ
て
の
み
活
気
づ
け
ら
れ
、
そ
し
て
其
れ
を
沢
山
吸
収
す
れ
ば
す

る
ほ
ど
、
ま
す
ま
す
多
く
生
き
る
と
こ
ろ
の
死
ん
だ
労
働
で
あ
る
。」（
高
畠
素

之
訳
『
マ
ル
ク
ス
全
集　

資
本
論
第
一
巻
』（
大
鐙
閣
、
大
九
・
六
））
と
い
っ

た
言
葉
が
あ
る
。

（
14
）	
中
河
与
一
の
「
吸
血
鬼
」
に
つ
い
て
、『
中
河
与
一
代
表
短
編
集
』（
読
売
新
聞

社
、
昭
四
七
・
八
）
は
昭
和
四
年
発
表
と
し
、『
中
河
与
一
全
集
』
第
二
巻
（
角

川
書
店
、
昭
四
二
・
七
）
は
『
若
草
』
発
表
、『
ホ
テ
ル
Ｑ
』（
赤
爐
閣
、
昭
六
・
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三
）
所
収
と
あ
る
。
石
川
偉
子
「
中
河
与
一
作
品
年
譜
―
昭
和
四
～
九
年
」

（『
解
釈
』
平
二
二
・
八
）
に
は
記
載
が
な
い
。
正
確
な
書
誌
未
確
認
で
あ
る
。

（
15
）	
江
戸
の
文
芸
に
、
天
草
四
郎
を
徳
川
の
天
下
に
対
す
る
謀
反
と
結
び
付
け
る
発

想
の
あ
っ
た
こ
と
は
、
日
野
龍
夫
「
近
世
文
学
に
現
わ
れ
た
異
国
像
」（『
日
本

の
近
世
１
』（
中
央
公
論
社
、
平
三
・
七
）
所
収
。
の
ち
『
日
野
龍
夫
著
作
集
第

三
巻　

近
世
文
学
史
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
平
一
七
・
一
一
）
所
収
）
に
く
わ
し
い
。

（
16
）	

丹
治
愛
『
ド
ラ
キ
ュ
ラ
の
世
紀
末
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
平
九
・
一
一
）


